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「食の安全」が心配

価格の安い食料が手に入るようになる

一方、日本で認められていない食品添加

物の使用、残留農薬基準の見直しや食品

輸入時の手続簡素化など、食品安全より

も経済取引が優先される可能性がありま

す。

国民皆保険制度が危ない

誰でも平等に安価で医療を受けられる

現在の制度が失われる可能性が

あります。

最新の医療を受けられる一方、

自由診療の解禁を契機に、営利企業による

病院経営が認められ、国民

皆保険制度を維持するこ

とができなくなる恐れが

あります。

「食料・農業」が危ない

日本の食料自給率が低

下し、国内の食料安全保

障を脅かすことになりか

ねません。

また、荒廃した農地や山林が増えること

で、食料生産だけでなく農業の多面的機能

の喪失など、環境面に深刻な影響を及ぼす

とされています。

「地域経済」が壊される

日本企業の海外進出がしやす

くなると、税金や賃金の安い

海外に本社や工場等の移転が

すすむ恐れがあります。また

海外企業の公共事業参入で、地元中小企業

の受託が減少し、地域の雇用が失われるこ

とにもなります。

さらに、地産地消を柱にした学校の給食

事業も、地元食材を使う事が自由貿易の障

壁とみなされ、地元の食材を使うことが難

しくなる懸念があり

ます。


